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　「市報くにさきお知らせ版」は、平成20年３月15日号をもって廃止いたします。
　これは、市がすすめる行財政改革（事務事業の見直し）の一環によるものです。
　市では、現在の「市報くにさき」のより一層の充実を図るとともに、より親しみやすい
広報誌になるよう努めてまいります。

問い合わせ　企画課広報公聴係　☎0978721111　内線236

市報くにさき
おしらせ版を
廃止します

　市では、地方分権時代の進展に対応し、行財政改革を一層進めていくため組織機構の見直しを昨
年に引き続き行いました。 
　これは、今後の職員の減少に対応しつつ、新たな行政課題や、集中的に取り組むことの必要な課
題に対応できる体制を構築し、市民サービスの更なる充実をめざすものです。 
　組織機構改革の主な内容は、次のとおりです。

　　市長部局

　　■本庁関係
　　　① 総務企画部の分割
　　　　 ・総務企画部を総務部と企画部に分割
　　　　 ・企画部にプロジェクト推進室、情報推進課を新設
　　　② 福祉事務所を生活福祉部から分割（所長が福祉対策課長を兼務）
　　　③ 係の統廃合等
　　　　 ・選挙管理委員会を総務部総務課行政係兼務とする
　　　　 ・電算係を総務部総務課に、男女共同参画係を生活福祉部人権・同和対策課に移設

　　■総合支所関係
　　　① 総合支所長を、地域総務課長兼務とする
　　　② 係の統廃合
　　　　 ・地域市民健康課の国保係、保健係、衛生係を保健衛生係に統合
　　　　 ・地域市民健康課の介護保険係、福祉係を介護福祉係に統合
　　　　 ・地域産業課の農林水産係、商工観光係を産業振興係に統合

　　教育委員会部局

　　■本庁関係
　　　① 教育委員会の本庁機能強化
　　　　 ・教育総務課を新設し、総務係、管理係を置く
　　　　 ・学校教育課の係を学務係、指導係とし、新たに学校給食係を置く
　　　　 ・アストくにさきを直営とし、生涯学習課に管理係を新設
　　　　　（アストくにさきの電話番号が変更になります。☎0978730101→0978722121）

　　■教育事務所関係
　　　① 各教育事務所を廃止し、教育委員会の分室とする
　　　　 ・分室に総務係を置く

　市では、今般の組織機構の見直しにとどまらず、引き続き職員の意識改革並びに能力向上等に努
め、行政サービスの一層の向上と成果を重視した、市民の皆さんにとって満足度の高い行政運営の
実現を目指して努力していきます。
　今後とも、行政運営に対するご理解とご協力をお願いします。

平成20年度　組織機構改革について （単位：千円）◆ 一般会計・特別会計の当初予算額と会計の説明
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平成20年度
当初予算額会　　計　　名 各　会　計　の　説　明

市の行政運営の基本的な経費を計上した会計で、特別会計で計上される
以外のすべての経理を一般会計で処理します。
（参考）市民一人当たりに換算すると約55万7千円です。

同和地区の環境改善のため、住宅新築や住宅改修などの貸与を行うため
の会計です。現在は、新規貸付はなく、過去の貸付債権の徴収業務と国
への償還業務を行っています。

国東自動車学校の管理・運営等を行う会計です。

サイクリングターミナルの宿泊や食事あるいは自転車の貸出しを目的に
設置された会計です。

農業や自営業及び退職者の方を対象に、疾病・負傷、出産、死亡に関し
て、必要な保険給付を行う会計です。

介護保険事業勘定は、老後の安心を社会全体で支えることを目的に、利
用者の希望を尊重した総合的な介護サービスの保険給付を行う会計です。

介護サービス事業勘定は、主に姫見苑、むさし苑での施設入所サービス
を提供するための会計です。

75歳以上の方の医療費に対して、医療給付を行う会計です。平成20年
度より、「大分県後期高齢者医療広域連合」に移行するため、実質的に
は、移行前の１カ月分の医療給付をします。その後は、還付事務などの
残務をします。

平成20年度より新規に設置された会計です。大分県内のすべての市町
村が加入する「大分県後期高齢者医療広域連合」が「後期高齢者医療制度」
を市町村と連携・協力しながら運営します。この会計では、申請や届出
の受付や相談、保険証の引き渡し、保険料の徴収事務などを行います。

安全でおいしい飲用水を供給できるよう、水道施設などの管理・運営等
を行う会計です。

国東地区の都市計画区域を主に、生活排水等を浄化し、公衆衛生の向上
と公共用水域の水質保全のために設置された会計です。

国見・武蔵・安岐地区において、生活排水等を浄化し、公衆衛生の向上
と公共用水域の水質保全のために設置された会計です。

安岐地区の農業集落内の生活排水等を浄化し、公衆衛生の向上と公共用
水域の水質保全のために設置された会計です。

武蔵地区の特定地域の生活排水等を市町村設置型の合併処理浄化槽で浄
化し、公衆衛生の向上と公共用水域の水質保全のために設置された会計
です。

企業に、工業用の水を供給するために設置された会計です。現在は、ソ
ニーセミコンダクタ九州㈱に供給しています。

地域中核病院として、必要な医療を提供することを目的に設置された会
計です。　

（参考）市民一人当たりに換算すると約45万4千円です。

（参考）市民一人当たりに換算すると約101万1千円です。

一般会計 

住宅新築資金等貸付事業
特別会計

国東自動車学校特別会計

サイクリングターミナル
事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計
（介護保険事業勘定）

（介護サービス事業勘定）

老人保健医療事業特別会計

後期高齢者医療事業
特別会計 

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計 

特定環境保全公共下水道
事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽設置事業特別会計

工業用水道事業特別会計

市民病院事業特別会計

特別会計 合計

一般会計＋特別会計


